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改元の伝わり方～萩藩の場合～

▽江戸時代（１６０３～１８６７年）には、「慶長」から「慶応」まで３６の元号が用

いられました。江戸時代最初の改元は、「慶長」が「元和」へ改元された１６１

５年。江戸時代最後の元号「慶応」は、１８６８年（慶応４年）９月、「明治」へと

改元されました。

▽当館所蔵「公儀事諸控」（萩藩の記録）には、江戸時代の改元に関する記

事が多数あり、幕府から各大名家へどのように改元が伝えられたのか、その

あり方を知ることができます。

▽また、江戸時代、萩藩の村役人を務めた家に残された文書には、改元が

藩内の村々にどのように伝えられたのかを示すものがあります。

▽今月は、萩藩を事例に、江戸時代、改元の情報がどのように伝えられたの

か見てみたいと思います。

「公儀事諸控」より「文政之年号天保と改元之事」（41公儀事19〈14の13〉）



改元の伝わり方 ～萩藩の場合～ 
 

１．改元の実施 
江戸時代の改元には、①天皇代始改元（天皇代替わりに伴う改元）、②革命革令改元（干支

が辛酉・甲子の年に行う改元）、③変異・災異改元（京・江戸での大地震や大火を契機とする改元）、

などがありました。 

 

２．新元号の決定 
朝廷と幕府の間で改元の方針が決まると、朝廷が複数の元号案を幕府に示し、それに対

する幕府の意見を踏まえつつ、朝廷が新元号を決定しました。新元号は、朝廷から京都所

司代を通じて幕府に伝えられました。 

 

３．江戸城での大名への申し渡し 
新元号が幕府に伝えられると、幕府は江戸にいる諸大名に江戸城への登城（「惣出仕」）を

命じ、城中で老中が改元実施を諸大名へ伝えました。 

 

４．大名への周知 
３の後、幕府大目付の指示により、同じ家格の大名家で構成されるグループ（「組合」）

ごとに「同席触廻状」と呼ばれる廻状が回り、老中から改元の申し渡しがあったこと、お

よび新元号の文字が伝えられました。当主が在国中で江戸城での申し渡しに臨席できなか

った大名家は、江戸の留守居役がこの廻状を受け取り、改元実施を正式に知りました。 

 

５．江戸から国許へ 
各大名は早飛脚で国許へ改元実施を伝えました。萩藩の場合、１２～１４日ほどで萩城に連

絡が届いています。参勤交代に要した日数（３０日ほど）と比べかなりのハイスピードでした。 

 

６．領内への周知 
連絡が届くと、萩藩の場合、当職所が主幹となり、各支藩、藩内の家臣・領民へ改元を通知

しました。領民には、当職所→郡奉行→各代官→大庄屋→各村庄屋→村内畔頭というルート

で改元が伝えられていきます。江戸城での申し渡しから１か月ほどで各村に情報が伝わりまし

た。ただし、藩の公式な通達以前に改元の情報を得ていたひとたちも多かったでしょう。 

どうせきぶれ かいじょう 



 
天保改元を伝える同席触廻状と新元号の書付 

41公儀事19〈14‐13〉 

                                                             

１８３０年１２月１６日、江戸城で老中が諸大名へ「天保」への改元を申し

渡します。こののち、萩藩主が属する大名グループ（「組合」）に回覧され

た「同席触廻状」の写です。改元を伝える廻状には、「年号改元」と書か

れた包紙が添付されています。この中には「天保」と記された書付があ

り、新元号の文字を「見て」知ることができました。 

 

 

 

宝永改元時、江戸城中で順覧される新元号 
41公儀事4〈18‐18〉 

                                                              

１７０４年３月２８日、江戸城において、老中が諸大名へ「元禄」から「宝

永」への改元を申し渡しました。そののち、新元号「宝永」の文字を記し

た「高檀紙（高級楮紙）」が「小広蓋（お盆）」に載って廻され、大名たちがそれ

を順番に見たといいます。江戸時代前半期には、このような形で新元

号の文字が伝えられるケースもありました。 

 

 

 

 

萩藩各地への改元情報の伝わり方 
佐川家文書（平生町）９「大公儀其外御触書」 

                                                             

１８０１年２月１３日、江戸城で「寛政」から「享和」への改元が申し渡さ
れます。当時佐合島（現平生町）の畔頭であった佐川家の文書によれば、

国許に届いた改元の知らせは、２８日に当職所から郡奉行、代官へ伝

達され、３月上旬に代官から大庄屋、１０日に大庄屋から上関島々庄屋
へ伝えられました。ほどなく佐合島へも伝わったでしょう。江戸城での

申し渡し後、萩藩各地に改元が周知されるのに約一か月を要したこと

を示す史料です。 
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